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   Ｇ０１Ｎ  21/76    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月16日(2012.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
試料中の目的とする分析物の存在を決定する方法であって、
（ａ）レドックス活性の発光化合物から形成された発光ナノ構造化材料を含む化学試薬お
よび前記試料を含む試薬混合物を形成し、
（ｂ）前記発光ナノ構造化材料に電磁放射線放射を誘起させ、および
（ｃ）前記放射された電磁放射線を検出する
ことを含み、
前記発光ナノ構造化材料に電磁放射線放射を誘起させることが、化学および／または電気
化学エネルギーに前記試薬混合物を曝露させることを含む方法。
【請求項２】
前記発光ナノ構造化材料に電磁放射線放射を誘起させることが、前記発光ナノ構造化材料
に電気化学発光を繰り返し誘起させることを含み、および前記放射された電磁放射線を検
出することが、放射された前記電気化学発光の存在を検出することを含む請求項１記載の
方法。
【請求項３】
前記発光ナノ構造化材料に電磁放射線放射を誘起させることが、前記試薬混合物を電気化
学エネルギーに曝露させることを含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
前記試薬混合物が、さらにＥＣＬ共反応物を含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
前記発光ナノ構造化材料が、発光多環式芳香族炭化水素から形成される発光ナノ粒子を含
む請求項１記載の方法。
【請求項６】
前記発光ナノ構造化材料が、レドックス活性のイオン性発光化合物から形成される発光ナ
ノ粒子を含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
前記レドックス活性のイオン性発光化合物が、発光ポリデンテート金属錯体を含む請求項
６記載の方法。
【請求項８】
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前記レドックス活性のイオン性発光化合物が、発光ヘテロ芳香族ポリデンテートルテニウ
ム錯体を含む請求項６記載の方法。
【請求項９】
前記発光ナノ構造化材料が、少なくとも１つの長鎖アルキル置換ビピリジンリガンドを含
む発光ポリデンテート金属錯体から形成される発光ナノベルトを含む請求項１記載の方法
。
【請求項１０】
レドックス活性の発光フェニル置換多環式芳香族炭化水素から形成され、少なくとも一次
元における大きさが２５０ｎｍ以下であり、繰り返し電気化学発光を誘起させることがで
きるナノ構造化粒子。
【請求項１１】
前記フェニル置換多環式芳香族炭化水素が、ルブレンまたは９，１０－ジフェニルアント
ラセンである請求項１０記載のナノ構造化粒子。
【請求項１２】
少なくとも一次元における大きさが２５０ｎｍ以下であり、レドックス活性のイオン性発
光化合物から形成され、繰り返し電気化学発光を誘起させることができるナノ構造化粒子
。
【請求項１３】
前記レドックス活性のイオン性発光化合物が、長鎖アルキル置換Ｒｕ（ｂｐｙ）3

2+錯体
である請求項１２記載のナノ構造化粒子。
【請求項１４】
前記レドックス活性のイオン性発光化合物が、ルテニウム、オスミウム、レニウム、イリ
ジウム、プラチナム、セリウム、ユーロピウム、テルビウムおよび／またはイッテルビウ
ムイオンを含んでいるへテロ芳香族ポリデンテート金属錯体である請求項１２記載のナノ
構造化粒子。
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